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●コロナ禍で１．２ヶ月と抑えられたが、黒字化したのだから倍増を！ 
●春闘で５,０００円の改善はあったが、全体的に低いまま。生活を守ることが出来る
　夏季手当にしてほしい。
●１．２ヶ月ではローンを払うのさえ厳しい。何もできない。 
●毎年離職者が出ている。魅力ある職場にするために夏季手当大幅アップ。
●全てにおいて東日本本体と差が開きすぎていて差別ではないか？
●この給料と福利厚生では、若手の離職率が高いのも納得する。
●夏季手当でこれまで抑えられていた分を戻してほしい。

届けられた切実な声

　コロナ禍でもこの３年、駅活性社員は安全・安定輸送を担い、開発運営社員は接客業務
など好感が得られるよう努力し続けてきました。人流抑制が無くなり、インバウンドがコロナ
前と同じ状況に戻りつつある中で、ＬｉＶｉＴも３期ぶりに黒字化しています。 
　会社は手当の支払いなどをコロナ前に戻したいと答えるなど、社員の期待は高まっています。 
　ＬｉＶｉＴは、これまでの賃金引き下げに耐えながら信頼を高めてきました。その労苦に応
えるべきです !!


